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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受光面が配置されている固体撮像素子の前面側に一端が接続された複数のリードを並列
に並べて、上記各リードを、上記固体撮像素子の側面と平行の向きに各々折り曲げて上記
固体撮像素子の後方に向かって延出させた電子内視鏡の固体撮像装置において、
　一本の電気絶縁性の棒状部材が、並列に並んで配置された上記複数のリードの折り曲げ
部分の内側に沿う状態に配置され、
　上記電気絶縁性の棒状部材が円弧状部分を有する断面形状に形成されていて、その円弧
状部分に沿って上記複数のリードが折り曲げられていることを特徴とする電子内視鏡の固
体撮像装置。
【請求項２】
　上記固体撮像素子の側面と上記複数のリードとの間に電気絶縁性のシート状部材が配置
されている請求項１記載の電子内視鏡の固体撮像装置。
【請求項３】
　上記電気絶縁性の棒状部材の材質が、ガラス繊維又はプラスチックである請求項１又は
２記載の電子内視鏡の固体撮像装置。
【請求項４】
　上記電気絶縁性の棒状部材の断面形状が円形に形成されていて、その外面に沿って上記
複数のリードが折り曲げられている請求項１ないし３のいずれかの項に記載の電子内視鏡
の固体撮像装置。
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【請求項５】
　上記電気絶縁性の棒状部材の断面形状が、挟角が略直角の扇状に形成されていて、その
円弧状部分に沿って上記複数のリードが折り曲げられている請求項１ないし３のいずれか
の項に記載の電子内視鏡の固体撮像装置。
【請求項６】
　上記電気絶縁性の棒状部材の断面形状が半円状に形成されていて、その円弧状部分に沿
って上記複数のリードが折り曲げられている請求項１ないし３のいずれかの項に記載の電
子内視鏡の固体撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は電子内視鏡の固体撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　挿入部の先端に固体撮像素子を内蔵する電子内視鏡においては、一般に、受光面が配置
されている固体撮像素子の前面側に一端が接続された複数のリードを並列に並べて、各リ
ードを、固体撮像素子の側面と平行の向きに各々折り曲げて固体撮像素子の後方に向かっ
て延出させ、各リードと固体撮像素子の側面との間に電気絶縁性のシート状部材を挟置し
ている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開平１０－１９２２３４
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上述のような固体撮像装置の組立工程においてリードを折り曲げる際には、リードを、
固体撮像素子の側面に沿って配置された電気絶縁性のシート状部材の外面に押し付けるよ
うに折り曲げる。
【０００４】
　しかし、そのような折り曲げ加工においては、折り曲げ部分が機械的に受けられていな
いため、折り曲げ部分に局部的に大きな曲げ応力が作用してリードが破損し、固体撮像装
置が不良になってしまう場合がある。
【０００５】
　また、固体撮像装置が内視鏡に組み込まれて使用されている最中に、固体撮像素子の発
熱により生じるリードの歪み等によってシート状部材が変形したり動いたりすることによ
り、リードが固体撮像素子の側面に接触して電気的なショートが発生する場合がある。
【０００６】
　そこで本発明は、固体撮像素子の受光面側から後方に向かって折り曲げられたリードを
、曲げ加工時に破損する可能性が低く、使用時には固体撮像素子とショートする可能性が
低くなるようにした電子内視鏡の固体撮像装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するため、本発明の電子内視鏡の固体撮像装置は、受光面が配置され
ている固体撮像素子の前面側に一端が接続された複数のリードを並列に並べて、各リード
を、固体撮像素子の側面と平行の向きに各々折り曲げて固体撮像素子の後方に向かって延
出させた電子内視鏡の固体撮像装置において、一本の電気絶縁性の棒状部材を、並列に並
んで配置された複数のリードの折り曲げ部分の内側に沿う状態に配置したものである。
【０００８】
　なお、固体撮像素子の側面と複数のリードとの間に電気絶縁性のシート状部材が配置さ
れていてもよく、電気絶縁性の棒状部材の材質が、ガラス繊維又はプラスチックであると
よい。
【０００９】
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　また、電気絶縁性の棒状部材が円弧状部分を有する断面形状に形成されていて、その円
弧状部分に沿って複数のリードが折り曲げられていてもよく、その場合、電気絶縁性の棒
状部材の断面形状が円形に形成されていて、その外面に沿って複数のリードが折り曲げら
れていてもよい。
【００１０】
　或いは、電気絶縁性の棒状部材の断面形状が、挟角が略直角の扇状に形成されていて、
その円弧状部分に沿って複数のリードが折り曲げられていてもよく、電気絶縁性の棒状部
材の断面形状が半円状に形成されていて、その円弧状部分に沿って複数のリードが折り曲
げられていてもよい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、一本の電気絶縁性の棒状部材を、並列に並んで配置された複数のリー
ドの折り曲げ部分の内側に沿う状態に配置したことにより、固体撮像素子の受光面側から
後方に向かって折り曲げられたリードが、曲げ加工時には破損する可能性が低く、使用時
には固体撮像素子とショートする可能性が低くなって、優れた耐久性を得ることができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　受光面が配置されている固体撮像素子の前面側に一端が接続された複数のリードを並列
に並べて、各リードを、固体撮像素子の側面と平行の向きに各々折り曲げて固体撮像素子
の後方に向かって延出させた電子内視鏡の固体撮像装置において、一本の電気絶縁性の棒
状部材を、並列に並んで配置された複数のリードの折り曲げ部分の内側に沿う状態に配置
する。
【実施例】
【００１３】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図２は、固体撮像素子５を内蔵する電子内視鏡の挿入部の先端部分を示しており、図示
されていない挿入部可撓管の先端部分に形成された湾曲部１は、挿入部可撓管の基端側に
設けられた操作部からの遠隔操作によって任意の方向に任意の角度だけ屈曲する。
【００１４】
　湾曲部１の先端に連結された先端部本体２の先端面には観察窓３等が配置されていて、
観察窓３の奥に内蔵された対物光学系４による被写体の投影位置に、例えばＣＣＤ（電荷
結合素子）からなる固体撮像素子５の受光面５ａが配置されている。
【００１５】
　対物光学系４と固体撮像素子５とを保持する撮像ユニット枠６内には、固体撮像素子５
の駆動回路等を構成する例えばコンデンサやＩＣチップ等の電子部品７が取り付けられた
回路基板８が、固体撮像素子５の直ぐ後側に配置されている。
【００１６】
　９は、固体撮像素子５で撮像された内視鏡観察画像の撮像信号等を伝送するために挿入
部内に全長にわたって挿通配置された信号ケーブルであり、その先端から引き出された複
数の信号線１０が、回路基板８の後半部分に形成されている接続端子に接続されている。
【００１７】
　１１は、固体撮像素子５の前面側に受光面５ａと並んで設けられているパッド部に一端
がボンディング接続された複数のリードであり、図１にも示されるように、固体撮像素子
５の上辺部と下辺部とに分かれて複数ずつ並列に並んで配置されている。
【００１８】
　各リード１１は、固体撮像素子５の前面側から側面と平行の向きに各々略直角に折り曲
げられて固体撮像素子５の後方に向かって並列に並んで延出し、そのようなリード１１と
固体撮像素子５の側面との間には電気絶縁性プラスチックからなるシート状部材１２が挟
置され、各リード１１の後端部分は各々回路基板８の接続端子に接続されている。
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【００１９】
　また、並列に並んで配置されている複数のリード１１の折り曲げ部分の内側に沿う状態
に、断面形状が円形の丸棒状の電気絶縁性のガラス繊維材又はプラスチック材（例えば、
ＰＣ、ＰＯＭ、ＰＰ、ＰＥ、ＰＳ、ＰＴＦＥ、ＰＦＡ又はＦＥＰ等）からなる棒状部材１
３が配置されている。
【００２０】
　なお、図１においては、固体撮像素子５の上辺側に棒状部材１３が取り付けられた状態
が示され、下辺側の棒状部材１３は理解し易いように所定位置から取り外された状態が示
されている。ただし、固体撮像素子５に一旦組み付けられた棒状部材１３は分解の対象で
はない。
【００２１】
　このように構成された電子内視鏡の固体撮像装置の組立工程において、リード１１を折
り曲げる際には、固体撮像素子５の側面（上面側と下面側）に沿って電気絶縁性のシート
状部材１２を配置すると共に、固体撮像素子５の前面の上辺と下辺に沿って各々棒状部材
１３を配置し、その状態でリード１１を略直角に後方に向かって折り曲げる。
【００２２】
　したがって、並列に並んで配置された各リード１１の折り曲げ部分の内側位置に棒状部
材１３が存在するので、各リード１１が、棒状部材１３の円弧状の外面に当て付けられた
状態で滑らかに折り曲げられ、折り曲げ部分に局部的に大きな曲げ応力が作用しないので
リード１１が破損する可能性が小さい。
【００２３】
　また、棒状部材１３はリード１１の折り曲げ部分の内側に押さえ付けられているので、
固体撮像素子５の発熱によってリード１１に歪みが発生しても棒状部材１３が動く可能性
が低く、ガラス繊維又は前述のプラスチック等によって形成された棒状部材１３は熱変形
もし難い。
【００２４】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば図３及び図４に示される
ように、棒状部材１３の軸線に垂直な断面の断面形状を挟角が略直角の扇形又は半円形等
に形成してもよく、要は、棒状部材１３が円弧状部分を有する断面形状に形成されていて
、その円弧状部分に沿って各リード１１を折り曲げればよい。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の第１の実施例の電子内視鏡の固体撮像装置の斜視図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡の挿入部先端部分の側面断面図である。
【図３】本発明の第２の実施例の電子内視鏡の固体撮像装置の斜視図である。
【図４】本発明の第３の実施例の電子内視鏡の固体撮像装置の斜視図である。
【符号の説明】
【００２６】
　５　固体撮像素子
　５ａ　受光面
　８　回路基板
　１１　リード
　１２　シート状部材
　１３　棒状部材
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